




HISTORY
　創業者・加山勇雄は誕生した島根県を離れ愛知県警の警察官として活躍し
ていました。温厚で情に厚く、お人好し。
　当時の日本は戦後特需の波に乗り、高度経済成長期へと突入しようとして
いました。国民生活は潤い、産業界は活気づいていました。しかし、その一方
で、廃棄物処理に関する法律は整っておらず、作ることに重きが置かれ、作る
過程で排出される廃棄物や、不要となり廃棄されるモノへの関心は薄く、各地
にゴミの山が築かれていました。実情を自らの目で見て知ることとなった勇雄
は環境への影響と未来を危惧するようになりました。廃棄物を適切に処理する
ことが真に豊かな未来へ通じる道であり、よりよい環境を残す事が日本人の使
命であると考えました。
　そんな「想い」から加山組(加山興業の前身)が誕生しました。個々を敬い、
公平に活躍の機会を設け、評価される職場環境に努めました。
　これが、加山興業の歴史のはじまりです。
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1978

1983

破砕・選別
プラント竣工

1961
設立 1990

焼却炉竣工

2004
解体新規事業開始

2012
環境授業開始

2014
荷受け施設竣工
ミツバチプロジェクト開始

2006
RPFプラント竣工

創業

1984
最終処分場許可取得
（愛知県7箇所）

2002
リサイクル
プラント竣工

2012
壁画プロジェクト

2005
ISO14001環境
マネジメントシステム取得

2000
蛍光灯処理
プラント竣工

2013
ISO14001とOHSAS18001の
マネジメントシステムを統合
環境ソリューション事業開始
再生エネルギー事業開始

2010
OHSAS18001労働安全衛生
マネジメントシステム取得

RPFは古紙やプラスチックといった廃棄物か
ら製造され、石炭に変わる、ボイラー燃料とし
て求められています。

植林事業支援開始
国境なき医師団支援開始

ゴム再生事業開始
フロン類破壊業取得

加山昌弘　　会長就任
加山順一郎　代表取締役就任

豊川市の小学校、長崎県度島の小中学校、海
外では東南アジアのラオスにおいて授業を実
施してきました。パッカー乗車体験や、ごみ分
別ゲームを通して、楽しく環境について学べる
プログラムとなっています。

千両プラントに併設されている
KAYAMAファームにて養蜂を行
い、採取された蜂蜜に有害物質が含
まれていないかを調査しています。
私たちの事業が環境に影響を与え
ていないことを証明しています。

2019
「一反パートナー」による米作り支援

2020
市田プラント竣工

二国間クレジット制度【JCM】採択

地元中学生による壁画プロ
ジェクトを実施しました。

スポーツスポンサー開始

B.LEAGUE所属「三遠ネオフェニックス」のスポ
ンサーとして応援しております。地元チームを支
え、地域全体の活気づけに繋げていきます。

環境に優しい再生可能エネルギー事業を展
開しています。全国各地に太陽光発電と風力
発電設備を導入。クリーンエネルギーの普及
に努めています。

2015
RPFプラント拡張

2016
ラオスにて案件調査開始
光学選別機導入

大府営業所設立

2019
新社屋竣工

ラオスにて焼却炉竣工
イベント出店

各種イベント出店を通じて、地域
の皆様との交流を図っています。
地元のお祭りや、Ｂ.LEAGUE試
合会場にて、オリジナルはちみつ
レモネードを販売しております。

芸術振興として県内の大学院
生、大東忍さんとの企画。テーマ
は「いきもの」。環境を守ることの
重要性を現代アートで表現して
くれました。

弊社は低炭素社会貢献に目指
し、リサイクル率の向上するの
が必要であるため、光学式選別
機を導入し、細かく選別するこ
とにより、RPFの原料を増加す
ることが可能になりました。

2019年10月に新社屋（豊川本社）を竣工
いたしました。豊川市防災協力事業所にも
登録されており、災害時の避難場所として
も活用していただけます。名古屋エリアで収集したごみ

の積み替え保管場所です。収集
運搬の効率化を実現し、二酸化
炭素の排出量削減にもつな
がっています。

度島エネルギーファーム

松阪エネルギーファーム

ラオスにて医療系廃棄物の処理
を対象とした焼却炉を竣工しまし
た。長年の日本でのリサイクル事
業経験を活かし、海外の廃棄物問
題の解決を図っていきます。

環境基本法により、廃棄物処理基準が厳しくなり、
当社も環境法に沿って、適正処理を行い、破砕・選
別された可燃廃棄物や医療機関から感染性廃棄
物、有害廃棄物処理のニーズに対応するように焼
却炉を導入し、無害化し、サーマルリサイクルを
行ってきました。

バイオトイレ導入
特殊技術により水を100%再利用した環
境に優しいバイオトイレを導入いたしまし
た。屋根には太陽光発電パネルを設置し、
災害時でも安心して使用できるようになっ
ています。

銅ナゲット製造ライン
銅ナゲット製造ラインを導入しました。銅
線の被覆を剥がし、銅だけを取り除く機械
です。2018年、中国への廃棄物輸出規制
の影響による、選別後の有価物出荷先の減
少にも対応できました。

被覆銅線 銅ナゲット

廃棄物の排出量増加に対応できるように
稼働いたしました。国内ではまだ珍しい4
軸破砕機の導入、監視カメラや遠隔装置
による火災対策も徹底しています。

みどりの図書

環境事業ポスター

地元小学校へ、環境に関する「みどりの図
書」の寄贈を開始しいたしました。次世代
を担う子供への環境教育の普及につなげ
ています。

小学生にリサイクルや環境保全について
の関心を持ってもらうことを目的としてい
ます。優秀な作品には、社長賞を授与させ
ていただいています。

障害者福祉施設シンシア豊川さんの田ん
ぼにて、自然栽培の米づくり支援を行いま
した。田植えから稲刈りまでを共同で行
い、地元地域の方との交流にもつながり
ました。収穫されたお米の一部は、フード
バンクへ寄付させていただきました。

環境省によるJCM制度を活用して、
ラオスにおける14MW太陽光発電
事業を開始いたしました。

加山勇雄　代表取締役辞任
加山昌弘　代表取締役就任

加山興業60年の歴史は
環境保全の歴史

取締役会長 加山昌弘
社長任期 / 1978年4月11日～2010年10月31日
会長任期 / 2010年11月1日～現在

創業者 加山勇雄
社長任期 / 1961年11月1日～1978年4月10日

 加山興業株式会社は、昭和26年に前身加山組としてスタートし、昭和36年に加山興
業株式会社となり、60年の時を経て、今日を迎えることが出来ました。これも一重にお
力添えをいただきました皆様のご支援の賜物と厚くお礼申し上げます。
 病に倒れた父から会社を引き継いだ当時は、廃棄物の処理は野焼きからの鉄くず回
収で生計を立てているような時代でした。法律が新設され、最終処分場を作ることが
最大の仕事となっていきました。大量の廃棄物、処分場はすぐに埋まり、自然を破壊
し、近隣の住民から快適な住環境を奪い、次 と々作られる埋立場。私は憂慮しました。
我社の出発点は処理です。焼却することにより、減量し、有害物や感染物を無害にす
ることができます。安全な焼却が叶えば、何ものからも奪うことなく、処理をすることが
可能になるという思いから焼却炉の運営へと力を注ぎました。環境に有毒なガスを出

最終処分場運営から中間処理事業への転換 さずに安定して焼却することは容易なことではあり
ませんでした。眠れない日を幾日も重ねて焼却炉
を安定的に稼働させることが出来るようになりまし
た。まさにこれが転換点となりました。私が求めた
「奪わない廃棄物処理」は昨今、声高に言われて
いる「サステナブルな世界」に通じる道であったと
思います。
 我が社はお客様へのサービス提供だけではなく、
社会に寄り添う活動を積極的に行っています。私が
目指していた会社のかたちをよりよく進化させてく
れている社員各位には敬意を、そして、お客様及び
協力会社各位、地域の皆さまには引き続き、ご指導
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2018
ラオスにて普及実証案件開始
SDGs活動に賛同

持続可能な社会の実現を目指した
SDGsに賛同しています。企業研修
や学校の講義の一環でSDGsカー
ドゲームセミナーを実施。社内のみ
ならず、社外への発信にも力を入れ
ています。

2017
壁画プロジェクト

固形燃料RPF

環境基本法　環境基本計画
第1次（1994年-2000年）

環境基本法　環境基本計画
第2次（2000年-2006年）

環境基本法　環境基本計画
第3次（2006年-2012年）

環境基本法　環境基本計画
第4次（2012-2018年）

環境基本法　環境基本計画
第5次（2018年-現在）
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